


<研究目的>

 独立歩行が可能な状態から、次第に歩行困難となり、日常生活の移動動作す

べてに車椅子を使わなければならないという事態に直面した時、患児達がその

顕著な変化をどの様に受け取め、対処していくかについて彼らの行動観察及び

家族とのかかわりの中から捉え、彼らの情緒面での安定を図り、より広い視野

を持って豊かに成長していくための援助の方法を考え、試み、「生活指導」と

いうものを深める。


